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＜概要＞ 

豊橋技術科学大学建築・都市システム学専攻の博士後期課程ミタル・チャクマ氏と松尾

幸二郎准教授らによる研究では、「交通公園」が子供たちへの交通安全教育に貢献している

ことを明らかにしました。豊橋における交通公園をケーススタディとして、交通公園を頻

繁に利用することで、子供たちの交通ルールに対する認識や行動意識がどのように向上し、

どのように安全な移動習慣が育まれるかを考察しました。 

 

Figure 1. 交通ルールに関する質問 

 

＜詳細＞ 

日本では文化的に、多くの小学生が、日本語では「集団登下校」、英語では「ウォーキン

グ・スクールバス（WSB）」と呼ばれる小集団を形成し、独立して（大人を伴わずに）徒歩

で登下校しています。このような通学は、子供たちの健康と社会性発達に重要な役割を果

たしています。この伝統を継続させるためには、歩行者として、自動車などの他の交通と

安全に接するために必要なスキルを身につけさせる基本的な交通安全教育を通じて、子供

たちの移動の安全性を向上させることが極めて重要です。これまでの研究によると、子供

の交通事故は、不十分な交通知識、不十分な行動技能、限られた認知・知覚能力、大人か

ら独立した徒歩移動の経験不足などが原因で、意図せずに発生することが多いといわれて

います。 

そこで本研究チームは、子供たちが入学前後に交通公園を利用したり遊んだりした経験

が、交通ルールの知識や行動意識にどのような影響を与えるかを分析することで、交通公
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園が子供たちの交通安全教育にどのように貢献しているかを調査しました。 

本研究の主な実施者であるミタル・チャクマ氏は、「豊橋市内の 4 つの小学校で実施した

アンケート調査を通じて収集した 800 人以上の児童の回答データを分析しました。この分

析では、10 項目の交通ルールに関する子どもたちの意識と行動意識、そして交通公園の使

用頻度を評価しました。構造方程式モデル（SEM）を適用し、子どもたちの交通公園利用経

験や頻度、交通ルールに関する認識および行動意識の複雑な関係を評価しました。その結

果、子どもたちが小学校入学より前（幼児期）に頻繁に交通公園を利用することで、交通

ルールに対する認識と行動意識が統計的有意に向上し、より安全な移動に貢献することが

明らかになりました」と述べています。  

 

Figure 2. 本研究における構造方程式モデル。実線の矢印は統計的有意な効果を示す。星印は統計的有意

な係数を示す。破線の矢印は統計的有意でなかったことを示す。 

 

ミタル・チャクマ氏は、「交通公園は子供たちにとって、遊びながら自転車に乗ったり、

他の子供たちと交流したり、遊びをベースに交通ルールを学んだりできる魅力的な場所で

す。これらの研究結果は、特に小学校への重要な移行期にある子供たちに、基礎的な交通

安全意識を身につけさせる上で、実用的な意味を持つものである。」とも述べています。 

 

＜今後の展望＞ 

本研究により、交通公園の活用は遊びをベースにしながら子供たちに交通ルールを教え

るのに効果的な方法であることが明らかになりました。しかし、本研究は対象となる豊橋

の交通公園だけに限定されています。交通公園における管理や活用の方針は地域によって

異なる可能性があるため、本研究チームは日本や世界の他の交通公園についても調査を続

けています。  
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